
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10 月 25 日（火）、26 日（水）、28 日（金）、31 日（月）の 4 日間、県立新庄 

神室産業高等学校で乳幼児と生徒がふれあう体験学習が行われました。 

これは、ＮＰＯ法人はぐくみ保育園の協力を得て、同校生徒 109 名が参加し、 

乳幼児との遊びを通して、将来子どもを持つことや自らの人生設計について考え 

る機会を設けたものです。 

            生徒からは「子育てで苦労することは何ですか」との 

質問が出され、参加した保護者からは「夜中に 3 時間ごとに授乳するのが大変、冬季だと 

とても寒い。」と、かわいいながらも大変な子育ての様子を語っていただきました。 

                   子ども家庭支援課 29-1221 

 11 月 18 日（金）15 時から、最上総合支庁講堂において、管内４名の県議会議員が最上地域における課題や 

施策の展開に関する調査・審議を行う「最上地域議員協議会」が開催されました。 

審議に先立ち、石山最上総合支庁長から、「台風による被害 

状況と対応」「介護人材の確保」「最上の観光振興」「高速道路の 

整備状況」などの主要な施策について説明した後、各議員から 

質疑がなされ、活発な意見交換が行われました。 

【質疑の主な内容】 

・8 月の豪雨被害の状況と復旧の見通しについて 

・いじめの状況と対応状況について 

・乳用牛への和牛受精卵移植の普及支援について 

・大型クルーズ船の酒田港入港時の観光誘客の取組みについて 

・新庄病院改築に向けた検討状況について 

・ツキノワグマの被害と鳥獣被害防止計画の策定状況について              総務課 29-1211 

11 月 1 日（火）、わくわく新庄研修室において、「最上地域政策研究所研究成果報告会」を開催しました。 
 最上地域政策研究所では、本年 4 月から「人口減少・少子高齢化のもとでの地域交通対策」、「地域産業を支える
人材の育成・確保（雇用対策）」、「情報発信力強化による交流人口の拡大」の 3 つのテーマについて研究を進めて
いますが、この報告会は、各市町村長に対し、これまでの研究成果に基づく具体的な施策を提案し、ご意見等をい
ただくために開催したものです。           

各市町村長からは、 
・地域交通については、ノーマライゼーションの実現、運営主体のあり方、 

新庄市と周辺地域の結びつきの確保といった視点を踏まえ、更に研究を 
進めてほしい。 

・最上地域の企業が求める人材や最上地域で暮らすことのメリットを知って 
もらう取り組みが重要。 

・観光施策については、観光客のニーズに応えるため、地域全体でしっかり 
連携して取り組む必要がある。 

といったご意見をいただきました。 
研究所では、いただいたご意見を踏まえ、来年度からの施策化が可能なものについて、各市町村と調整を進めて 

いきます。                                  総務課連携支援室 
29-1238 
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 平成 28 年 11 月 14 日（月）に最上総合支庁を会場に

開催された幹事会において、3 つの専門部会（もがみ

ナース情報バンク専門部会、教育研修専門部会、介護

福祉施設等専門部会）の取り組み状況の報告や協議会

の達成目標の協議等が行われました。 

 達成目標として、管内 

高校卒業生の看護系学校へ 

の進学者数や管内事業所に 

おける看護職の採用率など 

4 項目について、具体的な 

数値目標が幹事会の案と 

して承認されました。   保健企画課 29-1256 

☆大高根農場記念山形県農業賞 熊谷市夫氏（鮭川村 ㈲熊谷園芸代表取締役） 

りんどう栽培の先駆者として産地振興と担い手育成に貢献するとともに、日 

本トップクラスのばら大規模経営を実践し、県の花き生産振興に貢献しました。 

☆川村造林記念山形県林業賞 佐藤景一郎氏（真室川町） 

山形県森林組合連合会代表理事会長として「やまがた緑環境税」の導入や県 

産木材の利用拡大に貢献し、地域の森林整備に尽力しています。 

☆山形県ベストアグリ賞 齊藤菊雄氏（最上町） 

水稲＋アスパラガス＋さくらんぼの複合経営を確立し、最上町アスパラガス 

生産協議会初代会長として高品質生産とブランド化をけん引しました。 

☆エコエリアやまがた推進コンクール優秀賞 真室川町酪農振興会（真室川町） 

きのこ廃菌床などを活用した堆肥を水田や野菜畑の「土づくり」に提供し、 

循環型農業と耕畜連携に貢献しています。 

☆最上農業賞【技術及び経営改善部門】 早坂淳氏（新庄市） 

最上地域に適したねぎの栽培方法を確立し、JA 新庄もがみねぎ生産者協議 

会長として「もがみねぎ」の産地化・ブランド化に貢献しました。 

☆最上農業賞【組織活動部門】 ＪＡ新庄市花卉生産協議会（新庄市） 

栽培技術の高位平準化と販売体制の強化に努め、県内トップレベルの高品質のトルコぎきょうを生産し、産地

振興に貢献しました。                地域産業経済課 29-1304 農業技術普及課 29-1326 

11 月 24 日（木）、最上地域の区長会や区長協議会を

対象に研修と意見交換会を開催しました。東北公益文

科大学武田真理子教授のコーディネートのもと、集落

では「担い手の問題」や「世代間のコミュニケーシ       

ョンの不足」の課題と

その解決のための活動

について、活発な意見

交換がなされました。 

 

総務課連携支援室 29-1239 
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11 月 25 日（金）に最上町中央公民館で、日ごろ最上小国川流域で 

活動されている方々による情報や意見の交換会を初めて開催しました。 

今回は、「きれいな最上小国川は地域の宝物」をテーマに、最上小 

国川流域で美化活動などに取り組む方々に参加いただき、それぞれ 

の活動内容の紹介や活動にあたっての課題、最上小国川をより良い 

良いものとするためのアイディアなどをお話いただきました。 

参加者からは、 

〇 川には生活ゴミや支障木が多いこと、生活排水が川に流れること 

が不安だ。 

〇 小学校や父兄等を巻き込んで、ゴミ拾いのイベントを開催しては 

 どうか。 

といった意見がでました。機構では、今年度内に 2 回目を開催します。      総務課連携支援室 29-1240 

 

左より熊谷氏、佐藤氏、齊藤氏 

早坂氏 真室川町 

酪農振興会 

JA 新庄市 

花卉生産 

協議会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 3 日(木)、「農林 GO！楽しんでいこう農大祭」をテーマに「第 33 回 

農大祭」を開催しました。学生が主体となって、学習成果の展示や、自らが 

作った農産物等の販売を行いました。また、YBC アナウンサー相磯舞さんを 

ゲストに迎え、「仮装コンテスト」や「早食い・早飲みリレー」等のイベントで会場を盛り上げました。 

産地研究室参観デーも同時に開催しました。研究成果紹介コーナーでは、アスパラガスやネギ、最上在来野菜の 

ニンニク「最上赤」、山菜類、おうとうの栽培技術などの展示を行いました。一般の方々 

の関心も高く、いちごやラズベリージャムの試食も大好評でした。 

当日は、天候が悪く施設内での開催となりましたが、昨年を上回る方々に来場いただき、 

大盛況となりました。        農林大学校 22-1527  産地研究室 22-2201 

最上地域の先進的な林業の取組みを、県民参加の森づくりに活かしてもらう 

ため、11 月 16 日（水）「森づくり交流研修会」を開催しました。地域団体や企 

業、市町村担当者など 30 名が参加し、薪ステーションや低コスト再造林の取組 

みを現地研修した後、ＮＰＯ“ひびき”の小林 真 氏 から「森の健康診断」 

に関する講演をいただきました。 

研修会の最後は「人集め」をテーマに意見交換を行いました。参加者全員が 

発言する活況で、有意義な 1 日をすごしていただきました。              森林整備課 29-1350 

 11 月 18 日（金）、企業間交流によるビジネスチャン

スの創出を目的に、「もがみイブニングサロン」をニュ

ーグランドホテル新庄で開催しました。 

 テーマを「自社ブランドの確立」とし、県内外の企

業 3 社から先進事例として、自社製品の製造を始めた

経緯や、自社ブランド確立までの取組みなどを発表し 

  ていただきました。 

続いて、交流会を開催し、

参加者同士が活発に交流・情

報交換を行いました。 

地域産業経済課 29-1309 

11 月 21 日（月）に、最上地域の産学官連携のきっ
かけづくりの場を提供する「第 75 回最上夜学」がも
がみ南部商工会舟形事務所で行われました。 

今回は、山形大学農学部 准教授 藤科智海 氏をお
招きし、「フードシステムと 6 次産業化」というテー
マで、話題提供していただき、家計調査の年齢階級別
1 世帯当たり 1 カ月間の飲食費支出額を見ると、外食
では 40 歳代の支出が多く、調理食品は 50 歳代の支出
が多いこと等が分かりました。食品関係者が気にした
方が良い調査であることや、中食の市場規模がかなり
増えており、そこをターゲットにするのも良いとの説
明がありました。 

  地域産業経済課 29-1307 

 11 月 8 日（火）、高校生を対象に、地元企業を知ってもらい地元就職への意識醸成

を図るため、地元事業所をめぐるバスツアーを開催しました。 

 ツアーでは、新庄市内の企業 3 社（山形航空電子株式会社、山形東亜ＤＫＫ株式会

社、株式会社新庄エレメックス）を見学するとともに、若手社員と交流しました。 

 若手社員との交流では、「製造業の魅力はなにか」

「高校時代に身につけておいたほうがいいことは」

「求めている人材は」といった質疑応答が行われま

した。参加した高校生からは、「管内就職の魅力を感

じることができた」などの感想が寄せられました。 

          地域産業経済課 29-1309 
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一歩 フェスタ 2016 

 今年も 12 月 3 日(土)に、障がいを持つ方々と地域
の方との交流の輪を広げるイベント「一歩 フェス
タ 2016～私の一歩 あなたの一歩 共に手をつなご
う!!～」が開催されます。事業所の利用者の方の作
品展示やステージ発表、手作りのお菓子や小物の販
売などを行います。会場は、ゆめりあ「花と緑の交
流広場」です。実行委員一同、皆様のお越しをお待
ちしております。    地域保健福祉課 29-1276 

 

 

「好き」を仕事にするセミナー（第 1 回） 

 最上管内で創業起業を目指す女性を対象に、好きな

ことや得意なことを仕事にするヒントを提供します。 

【日時】12 月 18 日（日）10：00～15：00 

【場所】ニューグランドホテル新庄 

【内容】仕事と家庭の両立、自分の強みに気づく 

【参加費】1,500 円（昼食代） 地域産業経済課 29-1309 

 

 最上伝承野菜フェア開催初日、新庄南高校の１年生 24 名を対象に「最上伝承野菜をみんなの手でスイーツに！」

として、黒五葉豆を使ったお菓子教室を「おかしの平和堂」の阿部陽一パティシエを講師に開催しました。生徒

は、阿部パティシエの作業を真剣な表情で見つめながら、黒五葉の煮豆のクリームのモンブランや、黒五葉の枝

豆とくるみ豆のじんだんをトッピングした米粉のクレープを作って試食すると、豆の風味とおいしさに驚いた様

子でした。また、最上かぶとからどり芋を使って生徒が創作したスイーツ 4 品も披露され、阿部パティシエから

「芋の食感と風味が活きている。お店でも出せそう」と好評でした。 

最上伝承野菜フェアは管内の飲食店、菓子店、産直施設 24 店舗が 

伝承野菜を使ったお料理を提供したり、野菜や加工品を販売して 

います。詳しくは県ＨＰ等でご確認ください。           
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 冬期間、県道の交通を確保し安全で安心な生活を守るため、道路の除雪作業を行っています。除雪作業を安全

で効率的に進めるため、皆様のご理解とご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

道路計画課 29-1397 

○深夜･早朝の除雪作業にご理解を 

通勤通学時間に間に合わせるため、 

除雪作業は早朝や深夜に行うこと 

があります。 

○寄せ雪処理にご協力を     

限られた機械・時間での作業のた 

め、除雪後、宅地入口には多少雪 

が残ってしまいます。ご家庭で雪 

かきのご協力をお願いします☆ 

 

○凍結抑制剤を過信しないで   

橋や坂道、カーブなど、路面凍結 

しやすい場所に、凍結抑制剤(塩 

化ﾅﾄﾘｳﾑ)を散布しますが、これは 

一時的で完全には防止できません。 

農業振興課 29-1316 

  

           FAX   

HP(TUhttp://www.pref.yamagata.jp/ou/sogoshicho/mogami/314001/eco- polis.html)  

 

12 月 1 日（木）にユネスコ登録が決定した「新庄まつり」ですが、最上公園内の三神社に縁があることは皆さん 

ご存知でしょうか？新庄まつりは、大飢饉に苦しむ人々を救うため、宝暦 6 年、時の戸沢藩主 

が五穀豊穣を願って、氏神を奉る「天満神社」の神輿を城下に巡行させたことが始まりと言 

われております。これに加え、三神社の例大祭日の 8 月 24 日（戸沢神社例大祭）、25 日（天 

満神社例大祭）、26 日（護国神社例大祭）の 3 日間を「新庄まつりの期日」としているの 

です。天満神社の社殿は、県指定有形文化財に指定されています。 

戸沢神社の社殿は改修されていますが、その際に伊勢神宮の建て替え（式年 

遷宮）のときに譲り受けた木材（撤下古材）が、一部に使われています。 

この木材は、県内では戸沢神社だけが譲り受けたものです。 

皆様もぜひ一度、新庄まつりとともに受け継がれてきた「歴史」をその 

目で感じてみてください。 

 

２ 

２ 

http://www.pref.yamagata.jp/ou/sogoshicho/mogami/314001/eco-polis.html

